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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 （１）経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策などの効果により、円高の是正

や株式市場も活況となり企業収益の改善もみられるなど景気回復の兆しがみられました。また、2020

年の東京オリンピック招致が決定し、中長期的に景気浮上を後押しするものと期待されております。

しかしながら、海外における経済不安や消費税増税の動き等の懸念もあり、依然として先行き不透明

な状況が続いております。 

  一方、当社を取り巻く経営環境におきましては、主要顧客である多店舗展開を行っている企業の中

には、店舗メンテナンスの効率化や経営資源の本業への集約化を行い、コスト削減や事業の 適化に

取り組み、業務の一部を外部委託しようとする動きが増加しつつある等、業績拡大の機会も増えてお

ります。 

このような環境の下、当社は、多店舗展開の企業向けに全国にネットワーク化された協力会社（メン

テキーパー）と連携して、店舗における内外装及び各種設備・機器の不具合に対するトータルメンテナ

ンスサービスをワンストップで提供することを主軸に事業を展開してまいりました。 

当社売上高の大半を占める「緊急メンテナンスサービス」につきましては、既存顧客において新たな

アイテム提供及びサービスエリアの拡大、また新規顧客獲得も順調に推移したことにより依頼数が増加

し、業績を伸ばしました。 

また、突発的な設備・機器の不具合発生を未然に防ぐための「予防メンテナンスサービス」につきま

しては、既存顧客において新たなアイテムによるサービスにより受注を伸ばし、業績は順調に推移しま

した。 

機器メーカーのメンテナンスを受託する「メンテナンスアウトソーシングサービス」につきましては、

既存取引先メーカーから取引に加え新たな機器メーカーとの取引が増加したことで、業績は順調に推移

しました。 

上記の結果、当第３四半期累計期間の売上高は2,752,536千円、経常利益は140,566千円、四半期純

利益は81,671千円となりました。 

 

 （２）財政状態に関する定性的情報 

    （資産） 

当第３四半期会計期間末の総資産は前事業年度末と比較して 279,059 千円増加し、1,250,607 千円と

なりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加107,848千円によるものであります。 

   （負債） 

     負債合計は前事業年度末と比較して 190,478 千円増加し、714,594 千円となりました。これは主に、

買掛金の増加157,687千円によるものであります。 

    （純資産） 

純資産は前事業年度末と比較して 88,580 千円増加し、536,012 千円となりました。これは主に、利

益剰余金の増加81,671千円によるものであります。 

 

 （３）業績予想に関する定性的情報 

     平成25年12月19日に公表いたしました通期の業績予想から変更はございません。 

     なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際に業績は今後様々な要

因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

   会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

    法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年３月１日以降に取得した有形固定資産 

について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

    なお、この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

     該当事項はありません。 
 
 
 （４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
     該当事項はありません。 
 
 
 （５）セグメント情報等 
     当社は、顧客店舗の設備・機器に対するメンテナンスサービスの提供を主軸に事業を展開しており、

単一セグメントに属しているため、セグメント情報は記載を省略しております。 
 
 
 （６）重要な後発事象 

  （公募による新株の発行） 

    当社は、平成25年12月19日に東京証券取引所マザーズ市場へ上場いたしました。当社は上場にあたり

平成25年11月13日及び平成25年11月27日開催の取締役会において、次のとおり新株式の発行を決議して

おり、平成25年12月18日に払込が完了いたしました。 

    この結果、資本金は202,220千円、発行済株式総数は1,606,400株となっております。 

   (1)募集方式 

    一般募集（ブックビルディング方式による募集） 

   (2)発行する株式の種類及び数 

    普通株式 200,000株 

   (3)発行価格 

    １株につき950円 

    一般募集はこの価格にて行いました。 

   (4)引受価額 

    １株につき874円 

    この価額は、当社が引受人より１株当たりの新株払込金として受け取った金額であります。なお、発

行価格と引受価額との差額の総額は、引受人の手取金となります。 

   (5)資本金組入額 

    １株につき437円 

   (6)発行価格の総額 

    190,000千円 

   (7)引受価額の総額 

    174,800千円 

    (8)資本金組入額の総額 

     87,400千円 

    (9)払込期日 

     平成25年12月18日 

    (10)資金の使途 

     システム投資として、店舗で実施するメンテナンスを個別に管理する当社独自の基幹システムであり

ますメンテシステムの機能拡充に充当する予定であります。また、運転資金として、今後の成長のため

の人材採用及び人件費並びに店舗で発生する緊急のメンテナンスに適切に対応できる人材の教育研修等

に充当する予定であります。 
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  （第三者割当による新株の発行） 

  当社は、平成25年11月13日及び平成25年11月27日開催の取締役会において、みずほ証券株式会社が

行うオーバーアロットメントによる当社株式の売出し（貸株人から借入れる当社普通株式 52,500 株の売出

し）に関連して、同社を割当先とする第三者割当による新株式の発行を決議しております。 

   (1)発行する株式の種類及び数 

    普通株式 52,500株（上限） 

   (2)割当価格 

    １株につき874円 

   (3)資本金組入額 

    １株につき437円 

   (4)割当価格の総額 

    45,885千円（上限） 

    (5)資本金組入額の総額 

     22,942千円（上限） 

    (6)払込期日 

     平成26年１月21日 

    (7)割当先 

     みずほ証券株式会社 

    (8)資金の使途 

     システム投資として、店舗で実施するメンテナンスを個別に管理する当社独自の基幹システムであり

ますメンテシステムの機能拡充に充当する予定であります。また、運転資金として、今後の成長のため

の人材採用及び人件費並びに店舗で発生する緊急のメンテナンスに適切に対応できる人材の教育研修等

に充当する予定であります。 

    (9)その他 

みずほ証券株式会社は、平成 25 年 12 月 19 日から平成 26 年１月 10 日までの間、貸株人から借入れ

る株式の返還を目的として、東京証券取引所においてオーバーアロットメントによる売出しに係る売出

株式数（52,500株）を上限とするシンジケートカバー取引を行う場合があります。 

 みずほ証券株式会社は、上記シンジケートカバー取引により取得した株式については、貸株人から借

入れている株式の返還に充当し、当該株式数については、割当に応じない予定でありますので、その場

合には本件第三者割当増資における発行数の全部または一部につき申込みが行われず、その結果、失権

により本件第三者割当増資における 終的な発行数が減少する、または発行そのものが全く行われない

場合があります。また、シンジケートカバー取引期間内においても、みずほ証券株式会社の判断でシン

ジケートカバー取引を全く行わないか若しくは上限株式数に至らない株式数でシンジケートカバー取引

を終了させる場合があります。 
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